
本
城
村
民
俗
資
料
館
蔵
『
御
嶽
経
』
(
二
種
)
紹
介
と
翻
刻

本
稿
で
は
、
長
野
県
本
城
村
民
俗
資
料
館
蔵
『
御
嶽
経
』

二
種
を
紹
介
・
翻
刻
す
る
。
本
城
村
は
江
戸
時
代
か
ら
御
嶽

信
仰
の
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
。
『
御
嶽
経
』
（
イ
本
と
す

る
）
は
、
折
帖
の
装
丁
で
、
表
紙
一
四
・
九
×
七
二
　
c
m
。

三
十
折
。
外
題
　
「
御
嶽
経
　
全
」
、
内
題
・
尾
題
は
な
い
。

刊
記
に
は
「
信
州
松
本
本
町
二
丁
目
／
高
美
屋
甚
右
ヱ
門
／

同
善
光
寺
／
蔦
屋
伴
五
郎
／
同
伊
奈
郡
板
木
所
／
九
中
重
治

兵
衛
」
と
あ
り
、
信
州
松
本
高
見
屋
甚
右
工
門
の
名
が
見
え

る
。
年
紀
は
な
い
が
幕
末
頃
の
版
行
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、

「
三
條
錫
杖
経
」
、
「
仏
説
聖
不
動
経
」
、
「
六
根
清
浄
大
祓
」
。

「
三
種
太
祓
」
、
「
一
切
成
就
祓
」
、
「
身
曽
貴
太
祓
」
、
「
心
経
」
、

「
四
句
文
」
、
「
荒
神
四
句
文
」
、
「
一
字
金
輪
真
言
」
　
か
ら
な

る
。編

者
で
あ
る
明
岳
院
広
山
は
、
御
嶽
行
者
と
し
て
名
高
い

普
寛
（
一
七
三
一
～
一
八
〇
一
）
　
の
弟
子
で
、
俗
名
和
田
孫

八
、
普
寛
の
第
一
回
の
御
嶽
登
拝
か
ら
随
行
し
て
い
る
。

「
荒
神
四
句
文
」
に
は
、
家
内
繁
盛
、
息
災
延
命
」
「
所
願
成

就
」
　
な
ど
の
願
い
と
と
も
に
、
「
講
中
安
全
災
難
消
除
」
　
と

御
嶽
講
中
の
旅
の
安
全
を
祈
る
文
言
な
ど
も
見
え
、
『
御
嶽

経
』
を
懐
中
に
納
め
参
拝
に
向
か
っ
た
人
々
の
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

『
御
嶽
経
』
（
ロ
本
と
す
る
）
は
前
半
部
が
欠
落
し
て
い
る

が
、
イ
本
と
同
様
に
折
帖
の
装
丁
で
、
一
面
一
六
・
五
×
七

一
聖
二
十
六
折
。
刊
記
に
は
「
版
檀
免
許
　
明
治
十
年

七
月
廿
七
日
／
出
版
　
同
十
年
八
月
／
神
道
第
三
部
　
栃
木

願
平
民
／
編
輯
人
　
大
講
義
　
青
木
幸
窮
／
信
濃
国
筑
摩
郡

南
深
志
町
寄
留
／
信
州
松
本
南
深
志
町
／
沓
免
書
林
　
高
美

甚
左
衛
門
」
と
あ
り
、
御
嶽
教
の
大
講
義
で
あ
る
青
木
幸
窮

編
集
の
も
と
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
、
イ
本
と
同

様
に
、
松
本
の
高
見
屋
で
版
行
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

ー

　

　

′

山
の
文
化
史
研
究
会
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